
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会で「こども食堂」をはじめました 
期間：７月～令和７年２月までの土日（一部除く） 
時間：11：45～13：00 要事前申し込み 
場所：木もれ陽の里  45-8113  地域福祉係  
 

発行 軽井沢町ボランティアセンター 

〒389-0111 軽井沢町大字長倉 4844-1木もれ陽の里 

電話 0267－45-8113 FAX 0267- 46-2116 

H P   軽井沢町社協ボラセン  検索 

 

登録団体紹介  団体名『自主保育くるりんぱ』 
今年発足したばかりのボランティア団体「くるりんぱ」の 

紹介です。※自主保育とは、主に未就学児の保護者や地域の 

人が協力し合い屋内外で子育てを行う取り組みのこと。 

くるりんぱでは『“託児”が目的ではなく、その時間を子ども 

たちとどう過ごすか、どう遊ぶかを考え「来てよかった」と 

子どもたちが思えるような時間づくり』をポリシーに掲げ 

活動を行っています。 

大人同士がつながって一緒の時間を過ごすことで、地域の中で 

子育てする楽しさや安心感が得られることが自主保育の大きな魅力です。 

くるりんぱでは「子どもを預けたい」「預かりたい」どちらの人も募集しています。 

まずは、親子イベントに参加してグループの雰囲気を感じてみませんか？ 

 

 

防災学習会を開催しませんか 

6月 27日（木）追分公民館において「災害ボランティアセンターからみた能登半島地震」を 

テーマに区民対象の防災講座を開催しました。能登半島地震の被害状況やボランティアセンター 

で行った活動の様子をお話しさせていただき、改めて自身の暮らしと照らし合わせながら防災 

意識向上の機会とさせていただきました。 

これから、防災学習会をお考えの地区役員や自主防災組織など各種団体の皆さん是非ご活用くだ 

さい。 

防災学習に関する問い合わせ：軽井沢町ボランティアセンター 0267-45-8113 

 

 

  



   

  ～ボランティアセンター登録団体の皆さんへ～ 

“チャレンジ広場”参加のお誘い 

チャレンジ広場とは、ボランティア活動の促進や地域活性化を目的に、社会福祉 

協議会が子ども食堂と併用しながらイベント開催をサポートする事業です。 

期間：令和６年７月～令和７年２月の 土日のどちらか 月２回程度の開催 

会場：木もれ陽の里コミュニケーションホール  

サポート内容：展示会、試食会、上映会、講習会など団体の主催する企画の 

共催として開催にかかる費用の補助、イベント当日の手伝い 

などをサポートします        詳しくはボランティアセンターまで 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かるぼら」では、町内活動団体のメンバー募集や福祉施設でのボランティア募集などの情報を随時 

掲載していきます。掲載を希望される方は軽井沢町ボランティアセンターまでお知らせください。 

 

第１２回ちいき活動みほん市が開催されました 
 

知って・出会って・つながるコミュニティー 

『みんなでつくろう“かるいざ輪”』をテーマに 

第 12回ちいき活動みほん市が 6月 16日（日） 

軽井沢町中央公民館大講堂にて開催されました。 

当日は町内 43の NPO法人やボランティア団体が 

参加。取り組み紹介や啓発活動、体験コーナー 

を設けて交流しました。 

オープニングでは、子どもたちの歌と生演奏に 

合わせて、手話の学習や普及活動を行う団体が 

手話ソングを 2曲披露しました。 

参加者も年々増え、今年もたくさんのご縁を頂き 

ました。来年もみほん市でお待ちしています。 

 

 

こんな悩みをお持ちの方は一度ご相談ください 
・イベントを開催したいけど会場確保が・・・ 

・チラシ印刷や準備資金が・・・        

・人が集まってくれるか心配・・・      

「軽井沢ふくし広場」のボランティアスタッフを募集します 

〇開催日時：令和６年９月２９日（日）11：00より   〇会場：木もれ陽の里 

〇募集内容：受付係、駐車場係、室内展示・体験コーナー・販売・屋台の運営補助 

                      ※学生さんも大歓迎！ 

〇申し込み・問い合わせ：軽井沢町ボランティアセンター  0267-45-8113 

 

  

 

参加者全員で「手のひらを太陽に」「小さな世界」 
を手話にして歌いました 

※この事業は休眠預金 

を活用した事業です 


